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１ 地域公共交通確保維持改善事業とは 

地域公共交通確保維持改善事業とは、生活交通の存続が危機に瀕している地域におい

て、地域のニーズを踏まえた最適な交通手段の確保維持を目的として、多様な関係者が

協働して実施する公共交通の確保・維持、利便性の向上等の取組に対して国が支援を行

うものである。 

 

２ 本市の補助対象路線 

補助対象路線 補助メニュー 計画申請金額（H28） 計画申請者 

岡崎・西尾線 
（室場経由） 

地域間幹線系統 

確保維持費国庫補助金 

４，７２２千円 

愛知県 

バス対策協議会 
岡崎・西尾線 
（高須経由） 

２，７８３千円 

ふれんどバス １３，６２３千円 

いこまいかー 
地域内フィーダー系統 

確保維持費国庫補助金 
３１９千円 

西尾市地域公共交通 

活性化協議会 

 

３ 平成２８年度地域内フィーダー系統確保維持事業スケジュール 
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【平成２８年度分】

評価対象事業名：陸上交通に係る地域公共交通確保維持事業（地域間幹線系統） 提出者：愛知県バス対策協議会

運営
主体

運行
事業者

系統名 運行区間

27 岡崎・西尾
東岡崎～青野～西
尾

沿線地域でのイベントや道路
状況の情報収集に努め、定時
運行の確保を図った。
公共交通マップ等の作成配布
を行い公共交通の情報提供を
行うとともに、地域の協議会で
の意見交換も行った。

A
補助対象期間の開始日から、運休
や大幅な遅延もなく、所定の事業計
画通りの運行が実施されている。

B

28年度補助対象期間の利用者は
146,498人となり、目標の165,372人
に対して88.6％となり目標を達成でき
なかった。昨年度比も91.8％となり減
少した。
天候の影響もあると考えられるが、
運転士の感覚では一般客の減少が
感じられる。

利用者のうち、岡崎市と西尾市を跨ぐ利
用者は、18％  2,208人／月であるが、双
方からの通勤通学利用があると考えられ
る。また、西尾市東部から岡崎市にある商
業施設への利用も見られ、広域的な路線
としての役割を果たしていると考えられ
る。

＜広域的・幹線的系統＞
ＪＲ東海道線、名鉄名古屋本線・西尾線

＜地域的・フィーダー系統＞
名鉄東部交通　平坂中畑線、寺津線、一色線
六万石くるりんバス市街地線、東廻り線、西廻り
線
いこまいかー（乗合タクシー）

利用者の減少傾向が見られるこ
とから対策が必要である。
事業者、沿線市協力し道路状況
等の把握に努め定時運行に努め
る。
公共交通マップの作成、配布、市
内のイベントの際に乗り方教室を
実施したり、地域の会合の際に
乗合タクシーとともにＰＲを行う。

28
岡崎・西尾
(西尾市民
病院)

岡崎駅西口～西尾
市民病院～西尾

沿線地域でのイベントや道路
状況の情報収集に努め、定時
運行の確保を図った。
公共交通マップ等の作成配布
を行い公共交通の情報提供を
行うとともに、地域の協議会で
の意見交換も行った。

A
補助対象期間の開始日から、運休
や大幅な遅延もなく、所定の事業計
画通りの運行が実施されている。

A
28年度補助対象期間の利用者は、
81,469人であった。目標の70,186人
に対して116.0％となり、目標を達成
できた。

利用者のうち、岡崎市と西尾市を跨ぐ利
用者は、26％  1,754人／月であるが、双
方からの通勤通学利用があると考えられ
る。また、西尾市東部から岡崎市にある商
業施設への利用も見られ、広域的な路線
としての役割を果たしていると考えられ
る。

＜広域的・幹線的系統＞
ＪＲ東海道線、名鉄名古屋本線・西尾線

＜地域的・フィーダー系統＞
名鉄東部交通　平坂中畑線、寺津線、一色線
六万石くるりんバス市街地線、東廻り線、西廻り
線
いこまいかー（乗合タクシー）

利用者の減少傾向が見られることか
ら対策が必要である。
事業者、沿線市協力し道路状況等
の把握に努め定時運行に努める。
公共交通マップの作成、配布、市内
のイベントの際に乗り方教室を実施
したり、地域の会合の際に乗合タク
シーとともにＰＲを行う。

30

名
鉄
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ス
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部
㈱

名
鉄
バ
ス
東
部
㈱

ふれんどバ
ス

吉良高校～吉良吉
田駅、
大宝橋～碧南駅

沿線の高等学校と情報交換
し、イベント（学校入試、文化祭
など）時には、続行対応を図っ
た他、鉄道接続ｊの調整を引続
き実施し、利用促進を図った。
事業者、沿線市協力して沿線
マップを作成し配布した。

A
補助対象期間の開始日から、運休
や大幅な遅延もなく、所定の事業計
画通りの運行が実施されている。

Ａ

補助対象期間の利用者は286,039人
であり、目標の281,000人対して
101.8％となり目標が達成することが
できた。
全体に通勤・通学利用は増加傾向
にあるが、一般の利用者は減少傾
向にある。

碧南市、西尾市、旧一色町、旧吉良町を
跨ぐ利用者は98％　25,164人/月であり、
ほぼすべてが広域的な利用である路線で
ある。利用者は通勤・通学が大部分と考
えられる。

＜広域的・幹線的系統＞
名古屋鉄道三河線、西尾線

＜地域的・フィーダー的系統＞
名鉄東部交通　平坂中畑線、寺津線、一色線
いこまいかー(乗合タクシー)

昼間の一般の利用促進を図る必要
がある。
地域の協議会で情報共有を行い、利
用者利便を踏まえた運行の検討を
行っていきたい。
事業者・沿線市協力してバスの乗り
方教室の開催等一般利用の促進に
努める。また、他路線と乗継拠点に
ついて検討していく。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

補助対象事業者
等

事業概要

事業実施の適切性 目標・効果達成状況
複数市町村を跨ぐ
系統としての役割

幹線系統としての役割
事業の今後の改善点
（特記事項を含む）
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前回の事業評価結果の
反映状況


